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みた Kataoka （2012）を紹介する。ここではダイクシス表現の使用率をまとめた結果を図 4（次
ページ）に示した。
図 4から，3回の調査で回答形式にダイクシスの使用率が下がったことがわかる。これは，






これらを結びつけるものとして 3種類の空間参照枠（frame of reference）が想定されている。
（1）　絶対参照枠：磁場・地理環境・重力などに依拠する不変の空間設定






















































































鶴岡市 単純化 高 地方都市 弱い 少ない
西神ニュータウン 単純化 高 計画都市 弱い 少ない
櫨谷町 単純化 高 農村社会 強い 多い
サハリン 複雑化 低 農村社会 弱い 少ない
秋山郷 複雑化 低 農村社会 強い 多い
朝日　祥之
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異理論研究会世話人．
Abstract:  This paper reports the outcomes of my project, ‘Contact Dialectology and Sociolin-
guistic Typology.’ After a brief description of my research goal and survey designs, I explain the 
results of two surveys. In the first, a quantitative real-time survey in Sapporo and Kushiro, I in-
vestigated the use of sibareru （‘freezing’） and the corresponding Tokyo Japanese form samui. In 
the second, I focused on the discourse of giving directions, with a close look at the use of deix- 
is and spatial frame of reference. Based on the results, I propose a tentative framework for socio-








Sociolinguistic typology （Edinburgh University Press）をその類型化の手がかりとし，日本国内外で
形成された地域社会（地方都市，ニュータウン，移民社会）をフィールドとした調査研究を
実施する。類型化を行う上で Peter Trudgillをはじめとする関連領域の研究者にもプロジェク
トに参画してもらい，検討を行う。
